
小地域に根付いた地域の拠点づくりの取り組みをシリーズで紹介します。

広げよう！ 地域の安心拠点

地域の概況地域の概況地域の概況

～淡路市山田地区の取り組み～

今回取材した拠点のご紹介

ごきげん荘（淡路市山田まちづくり協議会）　淡路市草香560　TEL 0799-86-1646

地域住民がつながりを
感じる集まりの場

　まちづくり
協議会では、
「ごきげ ん
荘」を使って

企画から活動者が参加できるよう「ごきげん大作
戦」という集いも開催している。
　取材日は、そのうちの1つ「花を愛する人の会」
の日だったが、話はあちこちに広がった。「話に花
を咲かせる会や」と笑いが出ると、「今度からそう
しよう」とその場で「はなを咲かせる会」に名称が
変更される。まさに住民流だ。他にも「味噌の作り
方だったら○○さんなら知っている」「○○につい
ては私できますよ」の声が自然と出てくる。活動
テーマを自由に出し合えることも、住民が興味を
もって参加するきっかけになっているようだ。
　「活動目標に向かって取り組んでいくことだけ
が大事じゃなく、楽しく、和気あいあいと進めてい
くことが、楽しみに変わる秘訣」。エコストーブで
沸かしたコーヒーを片手に、参加者の皆さんは
笑顔で話す。

　このように自由な発想の下で、地域の
住民をどんどんつなげていく姿勢が山
田地区の住民活動の強みだ。今後も楽し
さの幅を広げていくことにより、地域住
民が交流を深める拠点の場として発展し
ていくことが期待されている。

　淡路市南西部に位置する山田地
区は、瀬戸内に面し、山裾に棚田が
広がる一次産業が盛んな地域であ

る。また、小規模集落が点在し、少子化・高齢化・過疎化が進
んでいる。
　5年前には路線バスが廃止となるが、住民自らが地域問題
として協議を重ね、市の協力の下で平成25年に予約型コミュ
ニティバスの運行を開始。近年では児童の減少により地区内
の保育所・小学校が相次いで統廃合され、閉鎖に至っている。

　「このまま、
何もかも無く
なってしまって
いいのか」。保

育所・小学校の統廃合により危機感を感じた住民
たちは、地区内の声をアンケートで集め、施設活用
の方法を何度も話し合った。平成26年11月には町
内会等が呼び掛けて「山田まちづくり協議会」を設
立。今年4月に、住民の誰もが交流し活動できる拠
点として、保育所跡地に「ごきげん荘」を開設した。
　ごきげん荘の運営はまちづくり協議会が中心
となり、活動もサポート。活動したい住民がグ
ループで参加できる仕組みづくりを目指してい
る。ある集まりでは、地域の人やモノを生かして、
地域の暮らしを楽しめるよう、グループづくりの
話に花を咲かす。
　また、ごきげん荘にはソファーに腰掛けてくつ
ろぐ「リビング」と呼ばれるスペース（写真）のほ
か、備品を活用した「シアター」など、大人から子
どもまで、幅広い年齢層が交流を深められる機
能が充実している。
　さらには、寄贈の漫画を生かして「集
落マン喫」などの作戦も浮上。コミュニ
ティバスの事務局としても活用されて
おり、地域住民の活動拠点として芽吹
き始めている。

人口：1,100人 　高齢化率：39.8%
世帯数：400世帯　

（平成27年4月1日現在）

地域住民の活動拠点“ごきげん荘”

住民が主役となり
活動するきっかけに

基礎データ

　より困難な課題に対応していくには、社協内の連携
はもとより、地域住民の理解や他の専門機関による支
援、行政を巻き込んだ仕組みづくりも欠かせない。課
題調整会議で検討したケースは、さらに高齢・児童・障
害などそれぞれに視点の異なる専門職や地域住民とと
もに協議を行い、お互いの強みを発揮し、当事者だけ
でなく世帯全体の支援を行えるよう取り組んでいる。
　今後は、地域で起きている課題を住民自身が身近な
こととして受け止め、共に考え、解決に向けて取り組ん
でいけるよう、対応事例の蓄積から、地域の普遍的な
課題の整理にも取り組み始めている。今後、社協が担
うべき役割やその具体化に向けて、「たよれるネット」
のさらなる展開が期待されている。

市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

活動を
もっと詳しく
知りたい方は

伊丹市社会福祉協議会
☎072-779-8512
伊丹市社協 検索

あなたのまちの 社 協 ナ ビあなたのまちの 社 協 ナ ビ

共通理解から始まる関係づくり

地域一丸で課題に取り組むために

　地域においてさまざまな生活・福祉課題を抱え「生活のしづらさ」を感じる人が増えてくる中で、伊丹市社協では
住民や相談支援機関等とも連携し、包括的に支援を行う「総合相談支援体制（たよれるネット）」の推進に取り組ん
でいる。この体制を強化するため、社協の第6次発展計画（平成27年度～）でも組織基盤強化方針として掲げられ
た「課題調整会議」の取り組みを紹介したい。

　伊丹市社協が進める「総合相談支援体制（たよれる
ネット）」は、多様な福祉課題を漏らさずに受け止め、社
協の各部署や行政をはじめ、関係機関・団体、住民が連
携し、総合的・包括的な支援を行うものである。
　それぞれの機能を十分に発揮できるよう、調整役と
しての社協の支援マネジメントを高めるために設けら
れたのが「課題調整会議」だ。
　課題調整会議は、月に1度、各部署の担当者が集ま
り、複合的な課題を抱えるケースの事例検討を行う。
事例に対して各部署の視点から必要な支援等につい
て意見を出し合い、それぞれがどういう役割を担うの
かを検討する。
　この会議によって、「地域での生活を支える」ための
具体的目標を共有し、社協としてのチーム支援方針が
決定される。こうした議論は、職員に対するスーパーバ
イズの機会ともなっている。

住民や専門機関との連携・協働を目指して
～「たよれるネット」による相談支援～

　社協内での事例検討からスタート
した課題調整会議は、社協外の専門
職や住民との連携にまで広がってい
ます。土台づくりに力を入れ、共通理
解によって着実に人々との関係をつ
くるその姿からは、組織の壁を越え、
地域全体で課題を解決していこうと
いう強い意志を感じました。

　この「課題調整会議」は、現在、川島ゆり子教授（花園大学社会福祉
学部社会福祉学科）の協力を得ながら進めていますが、そんな中で、職
員が一丸となってこの会議が有機的に機能するカタチを見出そうとし
ています。
　複雑多様な生活課題が顕在化する一方、住民同士のつながりが希
薄になり、地域における住民相互の支え合いも難しくなってきた今日、
本会では、これからもさまざまなつながりを生み出しながら、「総合相談支援体制（たよれる
ネット）」を推進してまいります。

取 材 を 終 え て 会 長 か ら 伊丹市社会福祉協議会　会長　原田 賀代子
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■図表「たよれるネット」による総合支援
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課題調整会議
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